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八郎潟水稲直播栽培における苗立向上要因

三浦昌司＊・山本寅雄＊・村井　隆＊・佐々木力＊

1　ま　え　が　き

干拓地低湿重粘土壌における直播栽培の安定多収を

はかるためには，発芽苗立向上の安定が必要である○

しかし，重粘軟弱なため，種子埋没，透水不良による

酸素不足などで，発芽苗立の安定的確保は困難であっ

た。一方．これまで播種床条件に関して透水性，砕土

率，鎮圧などの要因について，個々に好適条件を見出

すための試験を行なってきたが，好適播種条件を総合

的に検討するため，それら数要因を2n直交法を用いて

寄与率を算出し，各要因の重みづけを行なったので報

告する。

2　試　験　方　法

各直播栽培の処理内容は第1表に示すとおりで，圃

場試鋲の栽培法は一般耕種法に準じた。圃場，ポット

試験とも播種法は散播，品種はハヤニシキを供試した。

第1表　要因と処理内容

直播法 国　　　　 子
処　 理　 内　 容

水 準 1 1水 準 2

代 〈 ＊土壌酸化程度（A） 酸 化　土 未酸化土

横 ポ ＊＊温　　 度 （B） 16℃ 20℃

湛 ッ

歪 ト
土壌硬度 （C）80 ㌢／d 1°0才／d

透 水 性 （D） 0（フ〝／日 5°珊／日

播 代　　 掻 （E） 精 粗

無 湛 ＊＊＊水管理 （A） 常時湛水 間断渾水

代 歪 砕 土 率 （B） 50喀 20喀

耕　　 深 （C） 5 ～4C詔 10・・－15C詔
壌 播 鋲　　 圧 （D） 1極／d 2 晦／d

乾 （ ＊土壌酸化程度（A） 未酸化土 感 化 土

田ポ 土壌水分　 匝） 25痴 55 多

直 ご 砕 土 率 （C） 40喀 70痴

播 ） ！　 鋲　 圧　 佃） 1 均／d j 2 時／d

＊　酸化土壌：畑土壌（過去10年）
未酸化土鳩：水田土壌（ク）

＊＊温度：人工気象室で昼夜一定，乾田直播は1°℃処理
＊＊＊水管理：常時湛水は5C沈前後の浅れ間断溜水は発

芽直後2湛2落処理

5　試　験　結　果

1　代掻湛水直播

圃場試験の結果では，各要因の主効果の有意差水準

は10感と低く，交互作用もみられなかったが，寄与率

は耕深＞透水性＞代掻＞土壌表面硬度の順であり，浅

耕（5～4C沈）と暗渠による透水（5C郡／日）の効果

が大であった。

ポット試験の結果を第2表に示した。主効果では各

要因に有意差がみられ，寄与率は透水性＞温度＞土壌

酸化程度＞土壌硬度＞代横の順であって，温度・透水

性のはたす役割が大きい。また，2国子交互作用は，

ABでは酸化土壌～高温，BDでは高温～透水性附与，

B Eでは高温条件で，C］）では土壌硬度80才～透水性

第2表　代痍湛水直播分散分析

変 動　 困
苗 立 率 （多）

分 散 比 寄 与　 率
水 準 1 水 準 2

A 4 6．8 5 1．8 5 8．占＊＊ 1 2．5 多

B 2 8．0 5 0．5 8 5．6 ＊＊ 2 ス4

C 4 2．° 5 5．8 8 ．4 ＊ 2．4

D 2 ス4 5 0．9 9 4．8 ＊＊ 5 0．8

E 5 5．8 4 2．4 ス5 ＊＊ 2．1

A B 1 1．0 ＊＊ 5．5

B D 7 5 ＊ 2．0

B E 5．9 ＊ 1．6

C I）

T

プ ー ル e

2 5．7 ＊＊

自由度 ：5 1

＝自由度 ：1°

ス4

1 10・9

＊：5痴有意　　＊＊：1喀有意

交互作用（苗立率喀）

3苦　AIBI A2BI AIB2　A2B2
51．5　　　276　　　61，8　　　55．6

B苦　BIDI B2D181D2　B2D2
1R5　　　55．2　　　595　　　65．5

B篭　BIEI B2EI BIE2　B2E2
21．8　　　4R9　　　52．5　　　50．°

邦　CIDI C2DI CID2　C2D2
25．0　　　2鼠8　　　80．5　　　41．5

1．8．d：15．4

＊Sh6jiMIURA，ToraoYAはAMOTO，YutakaMuRAZ．Chikara SASAKZ（秋田県農業試験場）
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附与で苗立率を向上させる0

圃場，ポット両試験を合わせて，代掻湛水直拝での

苛立向上技術としての播種床条件を考えると．土壌の

酸化促進や暗渠などで透水性を附与し，酸素供給と地

温上昇をはかるとともに土壌の戻り現象を小さくして

種子埋没を防ぐ。一方，耕深においては，還元層を起

さないように浅耕し，播種時の土壌表面硬度をやや硬

目の80才／d程度にすることが好適播種床となる。

2　無代掻湛水直播

試験結果を第5表に示した。主効果では，鎮圧を除

く各要因に有意差がみられ，その寄与率は砕土率＞水

管理＞耕深＞鎮圧の順であって，とくに，砕土率，水

管理のはたす役割は大きい。2因子交互作用について

は，ABでは常時湛水～高砕土率，A］）では鎮圧に関

係なく常時湛水が間断清水にまさり，CI）でも．鎮圧

に関係なく浅耕が深耕にまさることが明らかである。

第5麦　無代掻湛水直播分散分析

変 動r　因

宙 立 率 物

分 散　 比 寄 与 率

水 準 1 水 準 2

A 5 0 ．8 5 7 1 2 鼠 1 ＊＊ 2 1．占野

B 5 5 ．° 5 4 ．5 5 鼠 8 ＊＊ 4 4 ．5

C 4 8 ．8 5 R S 15 ．8 ＊ 鼠8

5 ．4

D

A B

4 5 ．5 4 2 ．d

】

1．1

5 ．4 ＊

A I） 5 ．4 ＊ 5 ．4

C D

T

プ ー ル 8

5 ．4 ＊

自由度 ：15

】 自由度 ：8

5 ．4

1 1 1．5

＊：5帝有意　　＊＊：1多有意

交互作用（首立率多）

＊　AIBI A2BI AlI〕2　A282
A B

575　　　4鼠8　　　44．0　　　24．4

＊

A D

AlI）l A2Ⅰ）l Al工）2　　A2D2

55．0　　　55．5　　　4占．5　　　58．8

ClI）l C2Ⅰ）l CI D2　　C2］〕2

470　　　45．5　　　50．5　　　55．4

1．8．d：鼠9

以上から，無代掻湛水直稀での苗立向上技術として

は，砕土率を高めて種子埋没を防止し，発根した根を

定着しやすくすることと，水管理では浅水を保ちなが

ら，常時湛水を行なって種子の移動を防ぐことが必要

である。また，無代掻湛水直播は代掻湛水直梢よりも

土壌が酸化的ではあるが，浅耕して酸化層を利用する

ことも必要である。

5　乾田直播

主効果では第4表に示すように，砕土率を除く各要

田に有意差がみられ，寄与率が土壌水分＞鎮圧＞土壌

酸化程度＞砕土率の順であるが，土壌水分を除く各要

因には，2因子交互作用もみられ，主効果としての意

味は小さい。すなわち．B Cでは土壌水分55弱であれ

ば砕土率は関係ないが．土壌水分25多では高砕土率が

良く，】∋つでも土壌水分55多では鋲圧は関係ないが，

土壌水分25多では，鎮圧1昭が良いことが知られる。

第4表　乾田直播分散分析

変 動　 囚
首 立 率 愉

分 散　 比 寄 与 率
水 準 1 水 準 2

A 4 〔）、0 5 8．8 14．8 ＊＊ Z d 痴

8 2 5．1 7 5．8 114．5 ＊＊ 8 5．8

C 4 4．4 5 4．4 4．2 1．8

D 8 0．0 5 8．8 1 8．8 ＊＊ 10．0

B C ス9 ＊ 5．8

B D

T

プ ー ル 0

6．5 ＊

自由度 ：15

l 自由度 ：8

5．1

一 見2

＊：5痴有意　　＊＊：1痴有意

交互作用（苗立率喀）

＊　BICI B2Cl t）lC2　B2C2

B C　11．5　　7ス5　　55．8　　75．8

＊　BlI）l B2］〕l BID2　B2Ⅰ）2

B D　40．0　　80．0　　8．5　　71．5

1．8．d：99

4　む　　す　　び

干拓地における直播栽培法の発芽苗立向上技術とし

ての好適播種床条件を基本的に考えた場合，湛水直播

では，土壌の酸化促進，あるいは．暗東などによる透

水性の附与によって成案供給と地温の上昇をはかるこ

とが必要である。また，水管理による苗の定着性につ

いても考慮する必要がある。

乾田直播では，土壌水分を調整できる基盤を基礎と

し，高砕土率によって土壌の適温保持を可能とすると

ともに，出芽に必要とする水分環境を鎮圧などによっ

て維持することが必要となる。


